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伊豆鳥島近海で近年発生した津波の特徴 

と 2023 年 10 月 9 日津波の発生原因の推察 

 

令和６年１月２５日 

地震・津波研究部門 

 

１． 経緯 

2023 年 10 月 9 日東京都八丈島八重
や え

根
ね

において、津波（以下「今回の津波」と

いう。）が観測されたことから、気象庁は同日 6 時 40 分に伊豆諸島及び小笠原

諸島に津波注意報を発表し、その後、津波注意報の範囲を拡大する続報を順次発

表した（同日 12 時 00 分に解除）[1]。今回の津波では、八丈島八重根において最

大で津波高さ 0.7m など、伊豆諸島、小笠原諸島及び千葉県から沖縄県にかけて

の太平洋沿岸で津波が観測された[1]。八丈島の八重根港では係留していた小型の

船が 2 隻転覆した等の被害が報告されている[2]。今回の津波は、同日の 4 時頃か

ら 6 時台の間に伊豆鳥島近海で多発した地震との関連性が指摘されているが[1]、

それらの地震及び今回の津波の発生原因については未だ不明である（2024 年 1

月 15 日時点）。 

第 42 回原子力規制委員会（2023 年 11 月 8 日）において、石渡委員より伊豆

鳥島近海で発生した今回の津波に関して調査し、その結果を報告するよう指示

があった。地震・津波研究部門では、今回の津波に関して現時点で公表されてい

る知見を調査した。また、伊豆鳥島近海では、過去にも火山活動や地震活動に伴

う津波が発生していることが知られており、その発生メカニズムの研究も行わ

れているため、調査範囲を拡張し、近年伊豆鳥島近海で発生した津波に関する知

見についての調査も行った。本調査の結果、今回の津波の発生原因は現時点では

確定されていないが、地震・津波研究部門では、火山活動に関連する現象の可能

性を考えている。本報告は、その調査結果と推察について説明するものである。 

 

２． 報告内容  

２．１ 伊豆鳥島近海のテクトニクスについて  

伊豆鳥島は、東京都心部から約 600km 南に位置する伊豆・小笠原弧上の火山島

の一つである（図 1）。伊豆・小笠原弧は、フィリピン海プレート北東縁部に位

置し、伊豆・小笠原海溝において太平洋プレートがフィリピン海プレートの下に
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沈み込んでいることに関連して形成・発達した海洋性島弧1である[3][4]。伊豆・小

笠原海溝ではプレートが高角に沈み込むため背弧が発達し、また、プレート間の

結合力が弱いこと等から、南海トラフと比較しても地殻変動は活発とはいえな

い[5][6]。伊豆・小笠原海溝付近では、太平洋プレート内の深い領域で発生した地

震（2015 年 5 月 30 日 M8.1）が知られているものの、浅い領域において M8 程度

の巨大地震の発生は知られていない[7]。 

伊豆・小笠原弧の地形の特徴は、プレートの沈み込みによってできる海溝軸に

平行な南北の構造と、その構造を斜めに横切る北東―南西方向の構造の二つに

分けて考えることが出来る。南北の構造は、三列の海嶺からなり、東から、小笠

原海嶺、七
しち

島
とう

－硫黄
い お う

島
とう

海嶺、西七島海嶺と呼ばれている。七島－硫黄島海嶺は現

在の火山フロントに当たり、伊豆大島から南硫黄島にいたる第四紀の火山列で

火山活動が活発な地域である。また、七島－硫黄島海嶺と西七島海嶺の間には背

弧凹地（背弧リフト）を形成した南北性の配列を示す正断層系の存在が知られて

いる[8]。 

 
1 海洋プレートの下に別の海洋プレートが沈み込んだ場合に上盤プレートの縁に形成される島弧[4]。島弧

とは、海溝の陸側に存在する弧状の島列である。火山帯や深発地震帯などの特徴ある地形・地質現象を伴

って島弧-海溝系をなし、プレートの収束境界と位置づけられる[9]。海洋性島弧は、地殻が薄いために、海

上に露出するのは列をなす火山島程度である[4]。 
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図 1 伊豆・小笠原弧及び伊豆鳥島近海の海底地形図 

NRA 作 成 。 地 形 デ ー タ は

Chikasada (2020)[10]を使用し、海

底地形、火山等の名称を加筆。 
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２．２ 近年伊豆鳥島近海で発生した津波について  

伊豆鳥島近海において、近年発生した津波を年代順に表 1 に示す。以後では、

これらの津波の発生原因別に記載する。 

 

表 1 近年伊豆鳥島近海で発生した津波 

※地震調査研究推進本部資料[1]の「過去の地震活動」を参考に期間及び範囲を設定 

発生年月日 場所 規模 発生原因 津波高さ 

①1984 年 6
月 13 日 

須美寿島西
側、水深
1000m[11] 

Mw5.6[1

2] 
(GCMT) 

マグマの貫入[13]  伊豆諸島、房総から四国に至る
沿岸各地の検潮所で全振幅 0.1
～0.57m、周期 5～9 分の津波[11] 
八丈島の八重根漁港では全振幅
1.3～1.5m[11] 

②1996 年 9
月 5 日 

須美寿島付
近の伊豆・
小笠原海嶺
[14] 

Mw5.7[1

2] 
(GCMT) 

 波形の類似性から
1984 年の地震と同
じタイプの地震[14] 

 トラップドア断層破
壊[12] 

最大波の全振幅値[14] 
• 伊豆大島岡田 0.32m 
• 八丈島八重根 0.31m 
• 三宅島坪田 0.27m 
• それぞれ 5 分の短周期波 

③2006 年 1
月 1 日 

須美寿島付
近の伊豆・
小笠原海嶺
[14] 

Mw5.6[1

2] 
(GCMT) 

 波形の類似性から
1984 年の地震と同
じタイプの地震[14] 

 トラップドア断層破
壊[12] 

最大波の全振幅値[14] 
• 伊豆大島岡田 0.25m 
• 三宅島坪田・阿古 0.18-0.2m 
• それぞれ 5 分の短周期波 

④2006 年
10 月 24 日 

鳥島近海[15] M6.8[1] 東北東－西南西方向
に張力軸を持つ正断
層型[15] 

三宅島坪田で 0.16m[16] 

⑤2015 年 5
月 3 日 

津波源を海
底スミスカ
ルデラ内に
特定[17] 

Mw5.7[1

2] 
(GCMT) 

 カルデラ底の隆起と
周辺部の小さな陥没
[17] 

 トラップドア断層破
壊[12] 

• 八丈島八重根で 0.6m[18] 
• 神津島神津島港で 0.21m[18] 
• 千葉県から沖縄県にかけての太
平洋沿岸で微弱な津波[18]  

⑥2018 年 5
月 6 日 

鳥島近海
（スミスカ
ルデラ付
近）[19] 

Mw5.4[1

2] 
(GCMT) 

 トラップドア断層破
壊[12] 

• 八丈島八重根で 0.3m※1 
• 伊豆諸島と静岡県で微弱な津波 
※1： 巨大津波観測計により観
測（観測単位は 0.1m）[19] 

⑦2023 年
10 月 5 日 

鳥島近海[1] M6.5[1] 北東－西南西方向に
張力軸を持つ正断層
型で、フィリピン海
プレート内部で発生
した地震[1] 

• 八丈島八重根で 0.2m[1] 
（巨大津波観測計） 

⑧2023 年
10 月 6 日 

鳥島近海[1] M6.0[1]  • 八丈島八重根で 0.2m[1] 
（巨大津波観測計） 
• 八丈島神湊と鹿児島県で微弱な
津波[1] 
（所属機関の観測波形データを
もとに気象庁が検測した値） 
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２．２．１ 火山活動に伴う地震及び津波 

スミスカルデラ付近（図 2）において、火山活動に伴い、中程度の地震（Mw5.4-

5.7）[12]及び津波が発生したと考えられている（表 1 の①②③⑤及び⑥）。

Sandanbata et al.（2022） [12]によると 2015 年の津波（表 1 の⑤）については、

八丈島で地盤の揺れは感じられなかったものの、最大波高は 1m 程度あり、地震

規模から推定される津波より大きな津波が観測された。他の 4 つの津波に関し

ても 2015 年の津波（表 1 の⑤）と同様の波形を示しており、地震規模から推定

される津波より大きかった。これら 5 つの津波を発生させた地震の発震機構は

互いに類似し、通常の地震発震メカニズムとは異なることを示している。これら

の津波の発生メカニズムモデルとして、従前より火山活動に伴う津波の発生モ

デルが複数の研究者から提案されてきたが、最近では、Sandanbata et al.（2022）

[12]によって、2015 年の津波（表 1 の⑤）に対して、「トラップドア断層破壊2」

というカルデラ火山特有の地震現象が発生し、津波を引き起こしたというモデ

ルが提唱された（図 3[20]）。なお、1996 年、2006 年及び 2018 年（表 1 の②③及

び⑥）の津波についても発震機構等の類似性から「トラップドア断層破壊」と推

察されている[12]。 

 

 
2 カルデラ壁に沿って地中に伸びる円形の断層構造（環状断層）の破壊と、その直下でマグマを溜め込んだ

水平な板状の割れ目（マグマだまり）の開口が同時に発生する連動現象であり、マグマだまり内の高圧マ

グマから受ける上向きの力を駆動力にして発生[12][20]。これまで南米・ガラパゴス諸島の陸上火山（シエラ

ネグラ火山）のみで測地記録が観測されていた[12][20]。海域では、スミスカルデラ以外にニュージーランド

のケルマデック弧の火山島、カーチス島及びチーズマン島付近で発生した地震（2009 年、2017 年）におい

てトラップドア断層破壊の可能性が示されている[21]。 
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図 3 トラップドア断層破壊概念図（東京大学地震研究所、2022[20]） 

図 2 火山活動に伴う津波（スミスカルデラ） 

(Sandanbata et al., 2022[12]) 
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２．２．２ 地震活動に伴う津波 

2006 年 10 月 24 日の津波（表 1 の④）は、伊豆鳥島近海の浅いところで発生

した M6.8 の地震が起因とされている（図 4）。発震機構は東北東－西南西方向

に張力軸を持つ正断層型[15]であることから、２．２．１で前述したスミスカルデ

ラ付近で発生した火山活動に伴う地震の発震機構とは異なり、通常の地震発震

メカニズムであった[1]。 

また、伊豆鳥島近海では、今回の津波発生前の 10 月 2～8 日の間に M6.0 以上

の地震が 4 回発生した。そのうち最大の地震は、10 月 5 日に発生した震源深さ

約 10 ㎞の M6.5 の地震であり、津波を発生させた（表 1 の⑦）。その発震機構

は、東北東－西南西方向に張力軸を持つ正断層型で、フィリピン海プレート内部

で発生した地震である。また、10 月 6 日にも M6.0 の東北東－西南西に張力軸を

持つ正断層型地震が津波を発生させた（表 1 の⑧）[1]。 

図 4 地震活動に伴う津波（2006 年 10 月 24 日、2023 年 10 月 5 日） 

（地震調査研究推進本部、2023[1]） 



8 
 

２．３ 今回の津波について 

２．３．１ 10 月 9 日の地震の特徴（発生源及び規模）について 

２．２．２で前述した 10 月 5 日及び 6 日の地震の震源付近では、10 月 9 日の

4 時頃から 6 時台にかけて地震が多発していたが、規模が小さく、震源の位置や

規模を推定するのに用いられる地震波の P 波及び S 波が不明瞭であったため、

震源が直ちに決定されなかった。その後の調査で、Ｔ波3と考えられる波を伴う

地震が少なくとも 14 回発生していたことが分かり、T 波の解析からこれらの地

震の発生源が孀婦
そ う ふ

海山
かいざん

に推定された（図 1 及び図 5）[1]。孀婦海山は、伊豆鳥

島から南方約 76km の背弧リフト内にある。地震の発生源は、震源深さが非常に

浅い地殻内又は海底にある可能性があることが示唆されている[22]。 

また、これらの地震活動の規模は、最大で M4.8[1]と推定された。一方、最大波

高分布に基づく津波マグニチュード4は Mt8.0[22]である。地震に伴う津波の場合

は M と Mt は概ね同じ値になる傾向があり、津波地震のような場合は Mt > M に

なる傾向がある。これらは地震性津波か非地震性津波であるかを判断する 1 つ

の指標になると考えられ、今回の津波は一般的な地震に伴う津波の発生機構と

は異なることを示している。なお、防災科学技術研究所が示した発震機構におい

ても通常の地震発震メカニズムとは異なることを示している（図 6）[23]。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
3 通常、地震波のうち P 波及び S 波は固体地球内を伝播するが、水中を伝わることもあり、そのような波

を「T 波」という。T 波は地震波が海底面を強く揺する際に音波（縦波）に変換することで生じるため、海

底直下で発生する浅い地震や海底火山噴火に伴う振動によって生成されることが多い[24]。 
4 地震の規模を表すマグニチュードには複数の種類があり、同じ地震でも種別により値が異なる。代表的な

ものに、気象庁が国内の地震計で観測した地震波の最大振幅を使って算出するマグニチュード（M）、地震

計で観測した地震波全体を用いて求める震源の物理的な規模を表す地震モーメントという量を使って算出

するモーメントマグニチュード（Mw）、津波の高さの空間分布を使って算出する津波マグニチュード（Mt）

がある[25]。 
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図 6 防災科学技術研究所による 2023 年 10 月 9 日 6：00 に発生した 

鳥島近海の地震の発震機構（防災科学技術研究所、2023[23]） 

 

図 5 今回の津波による T 波の発生概要（地震調査研究推進本部、2023[1]） 
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２．３．２ 発生源付近の海底地形調査について 

今回の津波の発生後、海洋研究開発機構は発生源として推定された孀婦海山

において海底地形調査を実施し、速報的な結果として、東西に延びる孀婦海山の

中央付近にカルデラ状の海底地形があることを確認したとのことである（図 6 7）
[26]。そのカルデラ状地形の外輪の直径は約 6km、カルデラ状地形の北側に見られ

る中央火口丘の直径は約 2km、中央火口丘の最浅部の水深は約 900m とのことで

ある[26]。 

 

 

図 6 7 海洋研究開発機構による孀婦海山の海底地形調査結果[26] 

（提供 海洋研究開発機構） 

 

２．３．３ 鳥島沖の漂流軽石について 

10 月 20 日、海上保安庁の航空機からの観測で、鳥島西方約 50 ㎞の海域に軽

石とみられる浮遊物が南北約 80 ㎞にわたり点在していることが確認され[27]、そ

の後、気象庁によって海面上を漂流している軽石が採取された。採取された軽石

は、産業技術総合研究所及び東京大学地震研究所において分析が行われ、肉眼的

特徴から灰色軽石と白色軽石に分けられた。そのうち白色軽石については、ほと

：今回の調査で確認されたカルデラ状の地形 
：今回の調査で確認された中央火口丘 

● ：推定された T 波源の位置 
▼ ：広帯域海底地震計の位置 
◆ ：短周期海底地震計の位置 
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んど生物遺骸の付着が認められず、角張っているものが多く見られるとのこと

である。化学組成分析の結果、白色軽石は流紋岩の組成を示し、伊豆・小笠原弧

火山フロント西方に連なる背弧リフト内に分布する海底火山由来と考えられる

流紋岩の特徴と類似している。一方で、最近噴火活動が確認されている福徳岡ノ

場及び硫黄島、2022 年に変色水が認められた海徳海山並びに伊豆鳥島を含む伊

豆・小笠原弧の火山フロント上の火山の噴出物とは明確に異なる。このため採取

された白色軽石は、採取地点近傍を含む、背弧リフト内の海底火山の噴出物であ

る可能性が高いと考えられる[28]。 

 

２．３．４ 今回の津波発生のメカニズム 

今回の津波は、地震規模から推定される津波に対して大きな津波を観測した。

Sandanbata et al.（2024）[22]によると、今回の津波の発生時刻歴が T 波の発生

時刻に対応していることから、津波の発生源と T 波の発生源が共通し、孀婦海

山と推定され、津波の発生源は、震源深さが非常に浅い地殻内又は海底にある可

能性が示されている。発生原因の候補としては、海底噴火、山体崩壊、カルデラ

内断層運動、カルデラ崩壊等の火山活動のほか、先行して多発していた地震によ

って不安定化した地盤の海底地すべりが挙げられている[22]。 

また、津波が大きくなった原因として、津波の発生源を孀婦海山と仮定して日

本の南西沖の津波観測網で記録された波を分析した結果、津波は約 1.5 時間の

間に同じ場所で同じようなメカニズムで断続的に繰り返し発生しており、特に

振幅の大きな後半の主要イベントの発生間隔が、津波の周期（200～300 秒）と

同等であったために、波の増幅が生じたとの報告がある[22]。 

 

２．３．５ 今回の津波の推察 

本調査の結果より、伊豆鳥島近海では地震活動に伴う津波も発生するが、火山

活動が比較的活発で、それに伴う火山性地震の規模が比較的小さいにもかかわ

らず、大きな津波が発生する特徴的な地域であることがわかった。孀婦海山で発

見されたカルデラ地形及び周辺で採取された軽石の分析結果は状況証拠ではあ

るものの、伊豆鳥島近海地域の過去の津波発生履歴や今回の津波が地震規模に

比べて大きな津波であること、さらに、断続的に発生した T 波の発生源と津波

の発生源が共通する可能性があることを踏まえると、今回の津波の原因は、火山

活動に関連する現象が有力な候補の１つと考える。 
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３． まとめ 

 本調査の結果、今回の津波の発生原因は現時点では確定されていないが、火山

活動に関連した可能性がある。伊豆鳥島近海では、これまでにも火山活動による

地震及び津波が発生しており、類似の活動によるものと考えられる。規制基準5

では、津波を発生させる要因として火山活動についても考慮されていることか

ら、現時点では、規制基準、ガイド6等へ反映する知見は無いと考えるが、今後

引き続き情報収集活動を行い、十分な情報が得られてから再度判断する。 

 また、火山活動による地震及び津波の発生に関しては、新たな発生メカニズム

も提案されつつあるが、火山活動に伴う津波に影響を与える因子等については

不明な点も多く、事例の蓄積と共に、津波発生モデルも含めた更なる調査・分析

が必要である。そのため、引き続き関連情報を収集する。 

なお、伊豆鳥島近海での津波に関する個別の論文において、今後、最新知見等

が得られた際には、技術基盤グループ最新知見等の反映プログラムに沿って情

報共有を図ることとする。 
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